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トポロジカル結晶絶縁体(TCI)は、様々な新規物性を示し注目を集めるトポロジカル絶縁体 (TI)

の一種で、結晶の鏡映対称性が表面状態を担保している。2016年に、TIと強磁性体を接合すると

TI のスピン軌道相互作用などによって、高温で界面に特異な強磁性が生じることが報告された。

これはトポロジカル絶縁体が強磁性に及ぼす新たな性質を示す結果であり、本研究ではこの現象

の普遍性を調べるため、TCIである SnTeと絶縁強磁性 EuSのヘテロ接合を作製し、磁性評価を行

った。まず偏極中性子反射率法で測定した結果、強磁性が本来非磁性の SnTe側に染み出している

事が分かった。加えて磁化測定から、興味深いことに本系においても界面に室温付近で面直異方

性の強磁性秩序が生じていることが分かり、本現象がヘテロ接合界面の結晶歪とは関係なくトポ

ロジカル物質であることそれ自体が重要であると示唆された。講演では EuS/PbTe接合との比較も

紹介して詳細に議論する。 

 


